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主治医          指導医       HBs 抗原（ ＋ － ）HBc 抗体（ ＋ － ）HCV 抗体（ ＋ － ） 

スケジュール      

       day1  day2 day3 day4  

メソトレキセート（メトトレキサート）  0.4 mg/kg ↓   ↓ ↓ ↓  

コスメゲン（アクチノマイシン D）  0.01 mg/kg ↓   ↓ ↓ ↓  

 【注意】 ＊ メトトレキサートは上限 20 mg/body とする。 

 

☆通常量より減量する際の理由☆ 

 

 

day1   

① 生食 500mL にて血管確保                  維持 （20mL/時間） 

② カイトリル注 1mg 2A ＋ デキサメタゾン 9.9 mg (3mL) ＋ 生食 100 mL 

点滴静注 30 分 (200 mL/時間) 

③ メソトレキセート          ＋ 注射用水 適量       筋肉内注射  

【注意】 メソトレキセートは、 50 mg 1 バイアルを注射用水 2 mL に溶解後〔濃度：25 mg/mL〕、 

必要量を抜き取る 

④ コスメゲン     ＋ 注射用水 20 mL＋ 生食 50 mL 点滴静注 5 分 （600 mL/時間） 

   ※コスメゲンは 1 バイアルを注射用水 1.1 mL に溶解後（0.5 mg/mL）、必要量を抜き取る 

◎ 終了後、メインの輸液でルート内フラッシュして抜針 

 

day2～4 

① 生食 500mL にて血管確保                       維持 （20mL/時間） 

② カイトリル注 1mg 2A ＋ デキサメタゾン 6.6 mg (2mL) ＋ 生食 100 mL 

点滴静注 30 分 (200 mL/時間) 

③ メソトレキセート          ＋ 注射用水 適量       筋肉内注射  

【注意】 メソトレキセートは、 50 mg 1 バイアルを注射用水 2 mL に溶解後〔濃度：25 mg/mL〕、 

必要量を抜き取る 
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④ コスメゲン      ＋ 注射用水 20 mL＋ 生食 50 mL  点滴静注 5 分 （600 mL/時間） 

   ※コスメゲンは 1 バイアルを注射用水 1.1 mL に溶解後（0.5 mg/mL）、必要量を抜き取る 

◎ 終了後、メインの輸液でルート内フラッシュして抜針 
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